





　It is said that the Xi’an Incident in 1936 was the major historical turning point that 
promoted the cooperation between the Nationalists and Communists. Yet many 
researchers have argued that the main negotiations had actually ended before the 
Incident; that it was not true that Chiang Kai-shek was forced to consent to cooperate by 
Chang Hsueh-liang during the Incident. There is an argument that even without the Xi’an 
Incident, the cooperation between the Nationalists and Communists would have been 
established. In sum, the Sian Incident was not such a dramatic historical event, as had 
been claimed. Yet the Xi’an Incident had another significance. When the Xi’an Incident 
happened, major Chinese newspapers reported it as crises of the top leader, Chiang Kai-
shek and China, and condemned Chang Hsueh-liang for the rebellion. This caused a huge 
public reaction. The continuous criticism and protest demonstrations against Chiang Kai-
shek for his non-resistance policy suddenly stopped. People who had earlier criticized 
Chiang Kai-shek, even people who were not usually interested in politics, began to worry 
about him, recognized him anew as a needed top leader and began to support him. Rallies 
were held everywhere supporting Chiang Kai-shek; they showed loyalty to the state and 
the party, and demanded Chiang Kai-shek’s release. When Chiang Kai-shek was released, 
mass celebrations were held everywhere in China. They were more passionate than his 
recent 50th birthday celebrations in October, which were held to praise him as a top 
leader. The propaganda that came out around the Xi’an Incident unified public opinion and 
strengthened Chiang Kai-shek’s position as a top leader. Whether it was intentional or not 
intentional, it became one of the most successful examples of the use of propaganda in 
changing public opinion.



































































　西安事変が起きたのは 1936年 12月 12日であるが、蒋介石は既に 10月 22日に南京から飛行機
で、銭大鈞をはじめとする軍事委員会委員長侍従室の武官、文官ら 20人ほどと共に西安に到着
し、張学良、楊虎城、邵力子などの出迎えを受けている。10月 22日の洛陽到着から 12月 12日













































































































































各界は 12月 21日に行われた討逆記念週の際に翌日の 12月 22日から娯楽宴会 3日間停止を決議
した（56）。南京市の社会局は所属下の各機関、学校、劇場、飲食店、旅館などに当面の娯楽宴会、





















































































































































































































































































と国民党の関係については、楊奎松著（2008）『国民党的“連共”与“反共”＝ Kuomintang : unity with 





















（6） 『大公報』1936年 10月 23日「蒋委員長飛抵西安、視察並西北剿匪軍事」。
（7） 『上海日日新聞』1936年 10月 23日「蒋氏西安に飛ぶ」。










（11） 『中央日報』1936年 12月 13日「昨日西安之叛変」。
（12） 「社説」の名称として、『大公報』『中央日報』は「社評」、『申報』は「時評」を使っている。
（13） 満州事変の際に不抵抗だったことを指すと思われる。張学良は「不抵抗将軍」と呼ばれた。




（16） 『大公報』1936年 12月 14日「西安事変之善後」。
（17） 1936年 7月のスペインでの人民戦線政府と軍部の間の内戦。1939年 3月まで続いた。
（18） 『申報』1936年 12月 14日「中国還是整個的中国」。
（19） 『大公報』1936年 12月 14日「各地軍政長官一致擁護中央」、『中央日報』1936年 12月 14日「各省長官聴
命中央」。
（20） 『大公報』1936年 12月 14日、前掲「各地軍政長官一致擁護中央」の記事中にあり。
1716
（21） 『大公報』1936年 12月 15日「李宗仁等、擁護中央」。
（22） 『中央日報』1936年 12月 15日「劉湘返蓉、対西安事異常憤慨、決即通電声請討張」。
（23） 『中央日報』1936年 12月 14日「馮昨電張懇切規勧」。
（24） この人数については異同がある。『申報』は 170余人としている。『申報』12月 15日「全国青年将領胡宗
南、黄傑、李黙庵。孫元良等 170余人函電声討張学良」。
（25） 『中央日報』1936年 12月 15日「全国青年将領連名、電箴張学良」。
（26） 『中央日報』1936年 12月 15日「宋哲元等電張箴勧」。
（27） 『解放日報』1936年 12月 14日「全国一致主張抗日、各方派遣代表来陝」。
（28） 『解放日報』1936年 12月 15日「（論評）抗日連軍、臨時西北軍事委員会成立」。
（29） 『中央日報』1936年 12月 15日「各地将領声請討張」。
（30） 『大公報』1936年 12月 15日「全国将領一致請纓」。
（31） 『大公報』1936年 12月 15日「各地憤慨紛起声討」。『中央日報』1936年 12月 15日「擁護中央既定国策、
各地党部団体一致主張并請中央明令討逆」。








（35） 『中央日報』1936年 12月 17日「討逆―我們的十字軍」。 
（36） 『大公報』1936年 12月 17日「討伐令下之後」。
（37） 『大公報』1936年 12月 18日「時局短信」。 
（38） 同上
（39） 『中央日報』1936年 12月 19日「回民為蒋公祈祷安全、今日在新疆同郷会恭誦天経」、『大公報』1936年
12月 20日「済南回教同胞、為蒋委員長祈祷」。
（40） 『大公報』1936年 12月 19日。「時局短訊」
（41） 『中央日報』1936年 12月 19日「班禅在玉樹為委座祈祷」。 
（42） 『大公報』1936年 12月 24日「僧衆祈祷在雍和宮」。
（43） 『中央日報』1936年 12月 18日「漢口 5千童軍電質張学良」。
（44） 『中央日報』1936年 12月 18日「海外僑胞対張逆極憤慨、紛電中央請即討伐」「顧維鈞、郭泰祺、電促張
逆悔悟」。
（45） 『申報』12月 21日「紹興　各界組織赴難團」。
（46） 『中央日報』1936年 12月 19日「首都十余万公民、組織救国赴難団、追随中央大軍入関、營救蒋委員長出
陝」。
（47） 『大公報』1936年 12月 21日「京童子軍、組赴難団、往迎蒋会長返京」。
（48） 蒋介石は、全国童子軍の会長を務めていた。
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（49） 『大公報』1936年 12月 23日「雲南省耆老 200余人、欲北上営救蒋委員長」。
（50） 『中央日報』1936年 12月 23日「各地民衆組織赴難団、将入陝奉迎領袖、與張逆不共戴天」。
（51） 『中央日報』1936年 12月 25日「各界赴難団、先後出発赴陝」。
（52） 『大公報』1936年 12月 20日「首都百万市民、明日挙行宣誓、誓死效忠党国、擁護蒋委員長」。
（53） 『中央日報』1936年 12月 22日「陸軍大学全体教職学員、宣誓効忠党国」。
（54） 『中央日報』1936年 12月 25日「各地討逆会、誓除叛逆」「湯山各界民衆挙行討逆大会、宣誓效忠党国擁
護蒋委員長」、『大公報』1936年 12月 25日「上海各界開会、擁護中央討逆、全体皆宣誓効忠党国、組迎
蒋委長代表団」。
（55） 『中央日報』1936年 12月 22日「中央電台広播節目、側重時事要聞、喚起全国国民討逆殺賊、音楽節目改
播愛国歌曲」。
（56） 『中央日報』1936年 12月 23日「蒋委員長蒙難西安、京市停止娯楽宴会、各戯院昨日起停業三天」。 
（57） 『中央日報』1936年 12月 20日「本京五大学女生、室内運動表演延期、因在戒厳期禁止一切集会、獲憲兵
司令部通知臨時停止」。
（58） 『大公報』1936年 12月 21日、胡適「張学良的叛国」。
（59） 『解放日報』1936年 12月 26日「精誠所至金石為開、蒋委員長接受救国主張」。
（60） 『申報』1936年 12月 26日「蒋委員長昨安返洛陽、偕宋子文宋美齢等飛機同抵洛、定今晨由洛起飛返京主
持大計前線各軍已奉令休戦停止前進」。
（61） 『中央日報』1936年 12月 26日「蒋委員長、今日旋京」。
（62） 『中央日報』1936年 12月 26日「狂歓中幾句話」。
（63） 『中央日報』1936年 12月 19日「張学良与張学狼」。
（64） 『大公報』1936年 12月 23日「中国不做西班牙」。
（65） 『大公報』1936年 12月 26日「南京聞喜報頓成長不夜城」「喜報乍伝歓声雷同、挙国同慶爆竹齋鳴、各地
定今日懸旗慶賀」など。
（66） 『大公報』1936年 12月 27日「民衆慶祝領袖安全、欣喜情緒充溢全国、各地懸旗結彩提灯遊行、塞外辺関
亦皆熱烈祝賀」。




（69） 『大公報』1936年 12月 27日「歓賀、蒋委員長出険！由国暦 28起、真実大減価！」。
（70） 『中央日報』1936年 12月 27日、広告欄、首都大劇場、国民大劇場、大華大劇場、世界大劇場、新都劇場。
（71） 『中央日報』1936年 12月 28日「慶祝副主席回京、中枢昨日挙行盛会、林主席最望服従中央並在蒋領導下
努力猛進」。
（72） 『中央日報』1936年 12月 27日「首都各界今晨挙行、慶祝委座回京大会、上午九時在明故宮飛機場、籌備
会請委員長 会致訓」。なお、見出しは「9時」とあるが、記事中はすべて「8時半」となっている。
（73） 『中央日報』1936年 12月 28日「首都百万民衆、昨慶祝蒋委員長回、馬市長代表致歓迎詞、何部長代表委
座致謝罪、会後遊行全市情況熱烈」。
（74） 『中央日報』1936年 10月 29日「標語口号」。
1918
（75） 『中央日報』1936年 10月 25日「蒋公五十寿辰記念歌」。作詞者は何志浩（1905年～ 2007年）「中華民国
陸軍軍歌」の作詞者である。
（76） 董顯光（1952）『蒋總統傳』台北：中華文化出版事業委員會、1952、264頁。
（77） United States Department of State/Foreign relations of the United States diplomatic papers,  1936. The Far East
（1936） The Far Eastern crisis, p. 362（Document No. 793. 94/8290）
（78） 同上、p. 364（Document No. 793. 94/8295）
（79） 「西安会議の内容、四項目を決定す」同上、1936年 10月 31日。




（82） edited and compiled, with an introduction and notes by Sidney H. Chang and Ramon H. Myers（c1994）
The storm clouds clear over China: the memoir of Ch en Li- fu, 1900- 1993, Stanford: Hoover Press, p.120, なお
本書には中国語版『成敗之鑑』もあるが、英文版が先行出版なので英文版を参照した。
（83） （1973）  18 ：
 p.537（Document No. 389）参照。
（84） 下線は原文に付されている。
（85） [ ]
（2010）  3. 1931- 1937, 
, p. 582（Document No. 354）
（86） 同上、p.481（Document　No. 312）
（87） これについては前掲、『第二次国共合作的形成』が詳しい。
（88） 前掲、  3. 1931- 1937、p. 350（ ）. 





（91） 前掲、  3. 1931- 1937、2010、p. 474（Document No. 309）
（92） 同上、p. 484-485（Document No. 314）
（93） 前掲、劉維開「西安事変前張学良與中共的接触」p. 156-157にこの言及がある。劉維開は資料として「戴
笠呈蒋委員長報告、民国 25年 3月 13日、特交档案分類資料、特件－政治」と挙げている。
（94） 前掲、『革命文獻　94集：西安事変史料（上冊）』p. 55。
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